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5.成果のあら讃し

最初にのべたように航海中ぽ得た諸デｰタのとりま

とめを清水帰港前にそれぞれの責任者が行なった｡

(第12表).ここではその結果に室内研究結果の一部と

水野･中尾の個人的見解を加えながらのべることにす

る.ただし十分な解析をする時間的余裕のないまま

船上での肉眼的な観察一部の化学分析の結果を中心と

してとりまとめたものでその後の詳細な検討室内観

察拮測定などによって着平の修正を加えるべき点が多

々あり全くのあらましにしかすぎないものであること

をおことわりしなければならない､なお採泥機器

については編集の都合上ここでは割愛することにした.

別の機会にあらためて紹介･報皆する予定である.

つて一部修正した(向井･凋橋･小野寺による.ただし細

部については修正を施していない).第44A-D45A･

B図は代表的な側線の地形断面図である.

､調査海域は九州側の陸棚大陸側の陸棚その間に

はさまれる海盆の3地形単元を含んでいる｡九州側の

陸棚外縁には甑列島が大陸側陸棚外縁には男女群島が

それぞれ位置している｡その間の海盆は最深9◎o腋近

くに達する盆地地形を示す.これを南西九州海盆とよ

ぶ.大陸側･九州側両陸棚は福江島と弱女群島の間

にある五島海谷'(奈須1加賀美ほかエ9欄)によってわけ

られている(第46図1第47図)｡なお今回の調査で

は50㎜以浅の浅海部については資料をとらなかった.

以下この浅海部をのぞいて各単元ごとに概観する

(現在のところ側線があらい乍めに詳しい議論はで妻ない)･

5-1地形上の特徴

航走観測1停船観測を通じて常時pDR(一部魚探)

による連続水深測定を行なった(位置は船側にμ20分間

隔に測定漆れた).この記録によって各測線ごとの地

形断面図を作成した.蜜たあらかじめ当海域を含む

各縮尺の海図(188号参照)の水深資料によって等深線図

(!:60⑪､OOO)を作成した古そして水深測定結果によ

鶴亘2譲総.ヒにおける資料のぶ婁塞とめ糞浅宥

測深地形測点･潮線関

音波探養籍熟は創包質輸叡癖=派

磁気異常¢)鰍斤

ドレツジ試料姜ζ閲する資栂のをリ嚢とめ

柱状採泥試糊こ鰯ず篭資料のと蔓嚢とめ

生物“實骸何化石欝寮ゆと蔓護をめ

採水1激職繋祭ゆ解析&と簑蜜些め

水質分析資料の星簑叢皇ぬ

採泥機謝こ関する蟹料訳)とij嚢と灼

胸飾･漏鰯1小野寺
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九州側陸棚のうち長島西方から甑列島の範廓では

陸棚は40～50㎞の幅をもつ.陸棚縁の水深は窮μA

1B爾図に示されているように110～120mである,こ

の陸棚縁は同深度を保って野母岬へつづいている(第遂遂

C図)｡陸棚域の平垣面についてはまだ十分解析してい

ないが少なくとも一部に一70mの顕著な平坦繭(福王2

～13㎞)の発達赫みられる.

観島付近以北では斜面は両島西側のs～べから北

へむかって長島興方の2.5＼漸次傾斜を滅し一750～80C

賊で海盆底に達する〔斜面ぞいに顕著な断層ないし断層帯が

常紐する(後節繋照)〕.一部には一550m前後に海段が

みられこの部分は露岩帯となっているように思われる｡

甑島の東ないし南東側では傾斜がはるかにゆるい谷地形

が陸棚外縁以深はみとめられるが下甑島東側ではその

斜繭はポ前後の傾斜をもっている.

天草下島西方海域では陸棚縁は複雑な地形を示して

い私最大傾斜褒換点は一110～ユ20mにはなく一部に�
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は一200㎜に顕著に示されている(第44A･45A図)｡隆起地聴と考えられる(後節参照)〕が分布し付近一帯が露

一般に日200㎜まではゆるい傾斜がつづくように思われ砦帯となっているようである.ζれ以深の斜面の傾斜

る.斜面上部にはほぼ東西方胸に一王30㎜一15脈は2｡～1｡である.斜面にはいくつかの谷が発達して

一200㎜一250皿などの深さの堆にれらの堆の東側漢たいる.

､は東西両側は断層となっている.す棚他地嚢あるいは傾動
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大陸側鰺棚は東支部海に非常に広域にわたって広茄

っている｡本海域はそれの東端の一部紀相当するもの

であり海域内に関しては一五エ0～工2晦一1逐晦

一醐孤一160搬などにそれぞれ互に不連続的な平担繭

をみとめることがで慧る｡陸棚外縁の深度は北部で獄

一150～一エ60狐である林中南部では一郷0腿紀低下し

ている.注目窓れるのはとくぽ全滅的に前詞露岩帯

と共に一ユ50皿の切頭面がみられることである｡大

陸斜面の傾斜は一般にゆるくゴ以下である｡

蒐鳥海苔は第遂6図に示されているようぽ対馬海峡

の濠海域から発し南面九州海盆底に開口する海底谷で

ある｡一本祭)断面記録しかないのでくわしい特徴はわ

からないが従来の海図資糊はれぱ最下流部紀鞍部

(一近⑪0帆前後)かありその上流側は深さ釣棚㎜の小

舟状盆をつくっている,側線A(第44A図)はその部

分をややななめに横切っていると思われる.全体的な

成因については今後の問題であるか後にのべるように

谷の北東側斜面ほそう断層がその形成に関与している可

能性が強い.

体からなる)が存在する.

鰍8図曳航部位置関係図

第始図策笈郡海の海藻地形(E㎜eW緑か王969による)

I大陸側陸棚並南西九州海盤皿九州側陸棚

てさらに詳細に検討すべき興味深い問題添多く示され

ている.

5-2地質構造断面

放電武音波探査の結果を船上で簡易解析した資料(昔

波探査は鎌困清吉細野武男長谷川功広凄綾男井波和夫

によりて行なわれた.前半には機器の調整に関して目電前田

輝信氏東海大王択長文筑が｡絶大な援助紬叱たいだ｡音竣

探査と同時に地質部門のメンバｰが記録の簡易解析を行なった｡

参加菅微次¢)と抽りである:坊城俊爆岳筐藤農鵜づ必修司1

近藤務･水野篤行･満塩博美･古川俊太郎.本文中ク汀地質構

造の予察｣は簡易解析の結果にもをずいてかかれ恕もので推論

の資任は水野･申罵にある､な潟艦諭に幾りては寿隅暴濁唖

服部仁一爾氏からご教示をいた榔吹.厚くお礼申上げる)を

中心としてのべる｡現在鎌田による室内解析が進行中

でありそれが終わっ次段階では以下にのべることに

ついてかなりの修正を要することになるかもしれない｡

放蟹武費波燦寮鞍蟹(猟パｰカｰ探査装蟹)

観測機籍としては地質調養所の強力音波探査装置を使

用し凄彪観測に必要な付属装置一電極1ハイドワフオ

ン輿航帰の斌スいブｰムリｰラｰ一については石

油開発公団事業本部から借用することができた.これ

らの騰裟岳解体には清水港でそれぞれ3目･2目を要し

た｡音波探査装置は送信部と受信部に大別される｡

送信部は送信器1コンデンサｰ･トランス･水中放電�
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電極からなり受橋部は受信制御錯1葡録擦･親船受信

管(ハイド漠フオン)からなっている(篤姻関).

鋤咋瞭理一一電糠電圧渕0Vをトランスで§～工眺yに界庇し

昇圧密叔た電圧数送信器で直流高圧にしてご机を鴛ンデンサ

ｰ(鍛大容鐙61x)炉)に充篭す孤こ叡ねン'ヂンサｰは高圧

闘醐劃踏をへて水叫蝿磁に艦続慈扱るので綱御撒ヲ波動バル

刺こよって高庇開閉固踏が導溺状態になるとコンデンサｰ1こ

充電害扱た電荷は水中微驚驚繊を通じて微電し音波数発射す

る.一度微篭すると高脳絹閉回路は絶縁状態となってふた

たび充電が行な妻)れ次の起動パルスによってふたたび放電を

くりかえす｡放電ごとに発射さ杓た音波は水榊を伝播し湊

らに海底下に漫遼し･匁から背響約鏡界繭で順次反射慈れて海繭

にもどってくる山この反射渡を奥統受樽欝で摘搬し電気的

信号に変烹て受鰭盤に導慧増幅し恕後制御籍をへて詞録籍

に送1られる､電力増幅･整流して親銀紙に鱈場の強弱に応じ

た濃淡が摘が扱る岩

放電電極としては10連のものを使用した｡

これは一

つの最大田カが3､◎C◎ジュｰルの放電エネルギｰとして

設計されたもので合計30里000ジ籔一ルの出力か可能で

ある｡

記録器としては属電製のタイ美ングベルトによる乾式

多重記録方式の速度検出構造探査装置用記録轟(P.D.R

記録簿)を僚周しきわめて良好な詞録結果を得た,

曳航電極1受信器の位置はそれぞれ船尾から60m｡･

工00m水深餐～五脈とし淀主

観測条件は下記のとおりである｡

･発億電極放電エネルギｰ30里000-5,000ジュiル

1周波数炉波帯域(フ.イル夢一)

37､る正{雲榊玉50H藪37.5H茜榊望五婁Hz

1発信間隔δ田3§雛あ馳･は10.6艶｡

1深度選択1ト至葦000狐50⑰榊王まδ00nユ0州2司000m

･航海跨遠6榊7ノット(標準6,δノット)

地質構造の予察

する.�



�

層で画されながら

鍔母埼の方向へのび

ていることが予想さ

れる.す往わち

逆にい克は野母埼を

つくる愛蔵砦複合体

が繭滋方剛こ地形上

の商談簑ほそ鶯で鰺

曾根付近蜜で延長さ

れていることが予想

される｡

④基盤は上記隆起塊の

東側では落差400m

(記録紙土の見かけ

の深度以下これに

同じ)以上の断層に

よりておちこみ天

草下島薩岸のものと

へだてられている.

第49図調査の経過機略(地質鴛ユｰス

い).側線Aに関しては次のことが注胃さ1れる.

COntaCtは松井(五警

Nい雛第5図を一部訂正転載)

69)の岩質上からの

推定を簸づけるものであリこの岩体は膚眠はよれば中

新枝衆に貫入した半深成岩(花闇斑岩･閃緑扮岩･文豪斑

①五島海谷東方の海盆北縁の斜聞上部では瑚形上の高まりに

対熔して基盤(以下文中で基盤と称するのは多くの場合

明瞭な反射薗を有する維積層の下位に横た素)る反射面の不

明瞭なものを指す)の地塊状小隆起部が存孤する.

②この隆起部の一部からは黒色フィプ青ト角礫が採取された

(測点93後節参照).

岩)などである.

⑥測点35では新第三紀のものと思われる岩盤を採取した.

松井(1969)の鳥島;こ捌帖記述醐繊⑫(王968)の鳥島

伽丘でのドレ=ソジ資料を合わ妓るとζの付近には広く新

第三系が分布し測点80の基盤隆起帯にむかってアバ:ソト

していると考えられる.

③､鰺曾根付近の側線nの資料(第δ王図)および奈須･加賀美⑦

ほか(1969)の資料を合わせて考えれば少なくとも一番

東側の隆起塊はかなり規模の大きいものでその東縁が断

鳥島以西の大陸側大陸棚では記録不明瞭であるがおそら

く前記新第三系の延長が分布するのであろう.

第5脳測線～つ差僻鳶己鍛舳測

(83〕�
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⑧測点80の基盤隆起帯の東緑は断機であるが東側の堆積物

がこれに対して収れんないしアパ川㌔する傾向がみられ

る由しかし東方の測点93の隆起嵜ゆ東西両側および渕､級

83における縁起帯の東縁ではその頓陶はみとめ1㌻叔ない由

⑨渕j綱3以東の反射面が顕著に記録凄れている堆積物は皿ピド

を通じて憾どんど平行関係に近い構造をもつが鯛と轟㈱

閥の地域では堆積物がいちじるしい斜交不整合関係1㍊櫛

て少なくとも3分されているのがみとかられる(こ夢)関係

薮東方へ遺跡することは船上では不可能であった)山

⑩これら詳)堆積物の同定は今のとこる困難であるが(跳鮒繋

ほか(王969)の断面図によれば大部分新第三系となりてい

蕃)｡以､ヒのことは少なくあも測点80の基盤隆起帯1凍

りて筑鳥列島側の盆地と火洲本土側の盆地とが明瞭にわけ

られてい篭可能性を示唆するものである.

南西九州海盆の中央を東西に横ぎる潮線C(第62図)

はついては次の諸点が指摘できる.

⑪南蕩九州海盆は東西爾側とも麟層を伴う錐曲ぽよるおちこ

みぽよってつくられ池もの没講克ら扱る｡とくに東縁の

斜繭郁･の騎層は数も多く断層帯菱?くっている｡

⑳鶏女雛鳥の蘭方および妻引ζ伽)康方1こ絃貫入砦体が存在

す瓜ごの付返の醒側刷敦基盤秘かなり濃いところ紀ま

で上界している辞ご⑳策側の広い地域では基盤は記録さ

れてい柵･｡な怒興女難鳥南方の欝入岩体のすぐ東方で

は多くの麟層か麓夢飽騒は象変乱紋ているようで勅る垣

歩測線よ夢努女鱗島縫返つい花をこる1軌買入岩体か存在

す蕃(鞠獺)｡び帖は嚇かに努安離島蜜つく蕃砦

河(松本1高橋!96脈よれば釣工階質漆結凝灰岩)と一連

のものお籍克修批る､

⑪蒐鳥海谷ダ酒縁には断層はないが東緑には数本ダ)鮒翻陸③上記の基盤上ぽ横た拘る堆積層は少なくともその上部は

鶯ている｡この断層は谷の東側面におそらく平行し潤側Ni統(夏鰯)の欝料によれば新第三系である｡虎かけ

へ陶か欄て階段上におちているもので海底地形1暗わめでは海盆紀筒かりてゆるく鰻く害

てよくあらわれている.この断層あ洞海谷の生成蒙吐に

非常に大きな意義蚤有することが予想慈れる.④九於側大嬢棚をつくる岩層は不明確であるが塵域の地質

}芋蕎､､､測繁皿､､､童ヨ,葦,､望竈慧
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鶏54図棚線逐東部

一D一び

の昔擦蹴録
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一前日ニコｰ伽･

詞盲2冊｡岨I蜘

一“oo

.㈹㌧“十一1個｡皿

なお同測線との交点以東では反艇繭が慈わめて不鯛瞭で位

置からみて基盤の古生層である可鯉餓蔓強い､

下位層をあ島わし棚帖部分的に多少収れんないしアバッ

トしで行く(ごの関係秘潮線爽では⑧項はのべ淀関係とし

てあらわされている)様子がみとめられる｡

⑥潮線Alα欄は縞順一SW方向蝋脇Pでは九州

側大陸棚の斜面の麓で潮線Cの揚禽を同様紀顧箸匁断層が

存在する｡かつ歓層のすぐ働側では海盆をつくる堆積層

がその方向にアバットする僚肉を示すことが注冒姦れる.

側線瀦一遍一双の断面を第54図に示した次の

こと茄注員される､

⑪下鞍島の貞醒薬を貫ぬく友一A年令至継遺獅.yの黒雲母

花鰯閥緑岩(Min銚ほか蝸2)の多分確実な延長部が同

島預側の急斜面をつくっている｡ζれは北の潮線の場合

と同様に斜面の麓には顕著な繊層があって擁盆をつくる

堆積層と接している.この関係はDの東端の北方測

線eにおいても確認されている(第56図).

⑧側線Dの衝部から側線驚の東部1こかけて基盤を思われるも

のがかな蔓畿所はみ&めもれる曲測線もでも同様である｡

な為潮線思の測胤6付近ではそ杓の上限がみかけ上西方

にむかって多少沈下している山

④上記基盤隆起帯の東方で努女雛島の南方にあたるところは

貫入籍体か存裡する.

⑤欝女難島瀬方の堆積層については③④の条件淡側線C

の場合によく類似していることから同様に少なくとも上

部は新第三系と考えられる｡

⑥

⑦海盆下の堆積層は巨視的にみれば見かけ上きわめてゆるい

向斜構造をつくっている,扱抽東頂両方向にむかって軽

微匁オｰバラップ･アバ:ソト関係を示している｡

⑧測点17付近以西については記録不鮮醐であ夢構造形栃が

困難である.しかし少なくとも側線aでは海底下沈較約

うすい未固結堆積物をへてその下位ぽ襯曲している閲鰭屈

(反射面不明瞭)が存在するようである.

⑨甑島東方(渕線D一)においそは

匀

�

地｡

甑島の花開閃緑岩体との

②その西方の海盆底の小海丘は明らかに質入岩体からなって
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関係は芥閉であるがみかけLゆるい向斜構造受つくる堆

積蟻が存在する一歩璽反射がいちじるしいために絆綱は

不晩である与

側線ぴのすぐ南側の側線旺と潮線ピ(靴脳)では

興味ある記録カミ得られている,両首を総合すると

①側線夏γ繭端の堆穣属が党かげ上南に傾きかつH酎紗)

方向に基盤に対してアバットして汚く圭この堆積層は餓

②

③H両端¢雌積層の下繊の基盤は上部では比較的強くこまか

い反射薗をもつが下方にむかって反射薗の弱い姶鰭に漸

移して行く｡これが椴も頂側のブ漬ヅクを構成する.

東側のブはックではゆ糾･鰯蜘構造がかすかぽみとめら

れる｡柳央¢)ブ㍗ソ身辺)特徴はあ漢1コ.哀くわからない.

④撹在のとこみ十分にはわからないが鰹｣二の地質構造との

甑島策方の陸棚域では南北方陶の測鮒津の記録が

あるが爾脅共に多藍反射が著しく構造の特徴の明確

なよみとりが困難である｡

地質構遺一総績

以上にのべたよう側線があらくかつ十分な解

析をしていない現在ではももるん決定的な蔓とは何一

ついうことができないがこれまでにのべたことは次の

ように実とめられる山

④

観島は廉醐河側が鮒層てがこ叢れ九州側の陸棚縁に位置

する隆熾地塊¢)みかけを示している占

翫島東方を雌繊域では酋篤三系11三脇系の分布の実態は下

閉であるが少なくとも海域南端では臼璽系と考克られる

ものが基盤紀アバットしている,その東方では基盤は大

きな構造線によリいくつかの帯にわけられこれらはおそ

らく嬢蛾における帯状構造に対応するものであろう.

⑥海船1㈱の斜櫛､蹄1から陸棚域にかけては海底地形の高

⑥大陸側陸棚の縁辺に幸贈する海蜘ζは磐汝灘鳥や鳥島の

火成砦と同種と恩わ折る貫入姶体湯堆窪しかっここでは

⑨

:2｡

三迂嶋海谷は本楽騎層将をして形成慈扱たものである可能性

が強い砧

堆積｣敵)内榊こついてはナ分毒)か1らないが大陸側陸棚縁

辺部かξ･海盆ぽかけては従爽の質料奮も参照ず藩と少な

くピ瓜く新篤三課が分祢ずることは確実で為る苗

未鰯繍幾層堆積物は以上¢瀦姶謄を不整合1び5おい摩いと

ころでもせい昔い数王｡一楓の燦凄と思茸)批る｡

以､1二期殿階でグ)顯鮒ぬ地…}を鋲く凄じ吏ながら近)べた.

とく紀大駿測鯵棚仰)構造については芥粥の､鋤童紬',

しかし嗣縁辺以東(とくに斜面および鯵棚部)について

は解決の花めの鐘とい走るもの撚多数発屍姦れているの

で今後の精劃ζよ鶯てよ1コ詳綱によ12確実紀地質構造

が把擬妻れ得るであるう.

①地質構造は大周的には海底地形夢潮州こ対応しており陸

棚域では一般的にいえば基盤秘瀞･が南西九州海盆では

基盤が深い伍後暫にはゆるく鰯幽する堆積薦が分祢す

るが海盆の濁辺にむかりて(少なくとも一部で)アバ川㌔

･オｰハｰラ=ソフあ飢･は収れんする傾向がみとめられ

全体として溝方に開いた準盆地状多)構遺愛添すようである.

海盆¢)東猶弼縁には断層が発達しとくに東側の斜繭ぞい

のものは書わめて顕著で勅義時

②海盆南部¢)級氏は海盆の堆積層蜜興ぬく蔑大岩体(多分甑

島の花開閃緑岩体と同種)から構成窓叔ている.

5-2磁気巽當の傾向(東海大学学生諸氏の観測結果

を糸胴襲予が渓とめた)

磁気探査は昔波探査と平行して行なったもので側線

長は約エ亘6CO渋膿である｡探査には東海大学所有のPMM

-7五五G型ブ僚トン磁力計を使用した田凄だ解析が十

分進行していないのでここにはおおよその磁気異常

分布傾向だけをのべる｡得られ花観測値は最億値の

妬,100γ(離島南東の側線貰)から最高値の遂7,734γ�
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(側線Aの西縁)の範囲にある,

一般的な磁気値の傾向をして指摘

できることは東部海域に低く

西部海域ぽ高いというζとである､

そして警磁力線の流線は北東一南

西の方向をとる(この点について側

線があ映･ので今後の詳細な検討を

必要とする).

局地的な磁気異常分布の傾陶は

次のとおりである串

高磁気異≡常地

①男女群島をは凄ん利ヒ東一南蘭方

向の軸をもつ高磁気異常帯と鳥島

付近の南西一方陶の商磁気興常帯一

貫入岩体の分布とほぼ対応関係に

ある.

②海域西端(潮線Aの薄緑部)におけ

る高磁気異常(遂?官秘け)Eme㌘y

ほか(1969)に示さ扱ているこの

地域の高磁気異常に梢註1する｡

③甑島南端西方(側線Liδi司40月一の

位置)の高磁気異常(蝸言7007)ヰ

④上甑賠北岸測線C(1至61三遠C閉“

17h10㎜)か引則線ξ(夏7肺OQハｰ)

にかてげ磁気変化がはげしい吉

低磁気異常

①下甑島南端東方(潮線月および

D')ではとくに低磁気異常を広

く示している,

②下甑島南端西方測線D(6h30m�
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と8り5蘭一)叱)2ヵ所に低磁気異

常がみられる.

これらの磁録異常の地質的解釈

あるいは地質構造の推定等惇

すべて今後の詳細な検討に待

つところである.

5一峰堆積物について

(採泥参加者:水野篤行1坊城俊

厚1大山桂･佐藤良昭｡中尾征三

･矢崎清貫1石山間珍･丸山修詞

中川忘失･青木市太郎･古川俊

太郎1近藤務1溝塩博美･稲子誠

岬糠雄1宇佐美毅(望月常一

1圭渡部美南子).その他東海大学の

メンバｰ唖船上でのとり妻とめは

坊蛾1丸山唯藤1近藤か行なった,)

採泥は五02測点で行なわれた(測

一1無の設驚､測､寂は航走観測の側線上

は海裁街半部では工5一触醐間隔で

東半部では平均10廠間隔で設けた.

観測目濃の都合1は員畿島剛ヒ方

衝方では繰泥できなかりた予定～則点

がある)｡全測点についてドレッ�
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調薮海域の500畷以深部すな

わち沖縄舟状海盆め北端部にあた

るザ商衝九州海盆｣底では緑灰

色の泥が大部分を占めて分布する.

一般に大型の生物1遺骸はきわめ

て少ない｡表面にはわずかなカミ

ら褐色の酸化フイルムが発華して

いる｡一部では(禍102等)小

型有孔虫殻が多量に含凄れ有孔

虫泥ともいうべきみかけを示して

いる.

測点63(水深72晩)および1◎O

(水深838皿)における柱状操泥

の結果それぞれ表層王40c眺

150㎝の堆積物が観察された(第

59図参照)｡鵠では最上部王0㎝

は灰緑色のやや砂質の泥であり

下位全層は同色の泥からなる.

表面から約1腕以刊ζは硫化水素

臭がみとめられる.100では全

層灰緑色の泥で表面から25㎝以下

で硫化水素カミ発生している.

500皿以深部でも九州側大陸棚

に近いところでほ泥質不淘汰のか

なりあらい砂あるいは含礫の有孔

虫砂が分布する(隻60刑ほ

か泥は一般に砂質で齢る｡これ

らの砂の分布が東部にかぎられる

ものか西都にも分布するものか

あるいはどの程度のひろがりをし

めて分布するものかなどについ

ては残念ながら現在のとこる

潤1庶間隔があらいので書及できな

いが少なくとももし分布が東

部にかぎられているならぱその

成因は急傾斜する陸棚斜面の存在

に関連する2次的堆積と今られる.

｢南西九州海盆J底の底質に関

するもう一つの問題は前にのべた

その西半部における｢岩盤｣分布

である.これが事実とすればそ'

の成因についてはきわめて興味深

い問題がありおそらくこの海域

の地形および地質構造発達史堆�
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第王書麦の蓄己暑の茎箆朗

1)操泥籍鯖渕C一箆カ武鮭状撚謄畿空欄はすべて円筒琵多ドレッジ

2二療鷲粒度肉眼観割二よる粒度組成㎜dy一泥質納ヅ砂驚鍔一概絞¶o一樋綴範

醗一や粒卜綱絞"f一微粒

2つ以上め粒径範馴二またがる場合には該当するすぺてに記芳をつけかつ優勢な粒

径範囲に◎を付し之

3'…淘汰◎葬儀真二まい○よい△わるい災非常に如曇い

4〕色調gr総包gザ恢色br一禰色11一黄色泌一白色dトｰ暗色蟄1一淡色

主色はくエシヤル嚢衣文字で示した

5)鉱物Q､一石英fl一緩行maficM一有色鉱物とく1二濱立ったものだけを記した

6)生物詳細は本文p.1餐套照

れ位置おぷぴ氷劇童絢彪畿着底創こま唱で示した

積学的特性を明らかにする上での

箆要な要素をなるが今回の調査

で槍ギ岩盤｣分布を確認すること

ができなかった｡

大陸側大陸棚では第68図に概

念的に示したよう1ζ大陸棚外縁

から内側にむかって
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節釧図フ

⑪卿一粒紋砂帯

⑫泥質砂帯

③砂質泥瀞

④幌瀞

.イ

ヲイ

狗磯

にわけられそうである(研筑グルｰプの一員で蘇る溝塩博美

(高知大)がこの匿城内外の1至点について粒度組成についての

資料(釆公表)をも悦ているがそれらをも参照し花).申一

粗粒砂帯では貝殻を大量に含む石灰質申一粗粒砂(時

に含礫)を主とするが北部では細粒砂も分布する｡

この細粒妙の分布様式については今のとζろ評価できる

資料がない｡②を③は上調の幸一粗粒砂帯&④の児帯

との移過帯ぽあ花る.児帯紀はやや褐色味をおびた淡

緑灰色の泥カミ分布する｡児帯で一点(鋤砂質泥で

一点(26)の柱状試料を得愁吉前著では表繭下五08c臓

まで淡緑灰色の泥からなり後曹では表面下敬鮒までカ

キ化石(後節参照)を含む砂質泥がつづく(第59図参照).

このような大陸棚上における底質分布の様式はNiin0

&湿亘㎜郷(!96王)および逓鵬蔓y(夏969)淋示した底

質分布を大体一致するものであり後節でのべ量化宥の

検討結果&合わせて抽そらく児帯1砂質児帯は東シナ

海大陸棚の内側1ζ広く分布する制定帯｣の東縁に当り

中一粗粒帯は｢更新挫以降の遺存堆積物｣紀一致するも

のである､

九州側爽陸棚(八代海を⑳ぞく)には全蛾砂質堆

積物が分布する｡金体として粗一中粒砂であり貝殻

片を多く混入する,部分的には綱一微粒砂となる.

測点間隔があらいために(約餐～!0㎞)分布の倹向性

については今の&ころ確実ではないが強いていえば紙

一微粒砂は下甑島1串木野間紀多くかつ第木野よりの

100耐以桟の海域では泥質となる傾向を示している.

ここでは全体的に軽石礫が多く含まれる.部分的に貝

殻砂が発達し長島西南方(鋤では王以§X6C㎜の大

き窓の貝殻砂の団塊が見出された.また南西九州海盆

の北縁に当る測点9王では化看と考えられる汽水性の貝殻

が含棄れている(後節参照).漢だ甑島北東方～東方

の測点38148(70弧前後の水深)では大陸側大陸棚外

側部の粗一中粒砂にふつうに含まれるような褐色に汚染

された化石と思われる貝殻綱片が多く含まれている､

測点93(182m)では石灰質砂のなかから黒色千枚岩

の飼礫(10×7×3ξ吸)が採取された.この礫はごく

わずかに円磨されている(ごくわずかに円磨されていること

からこの地点の拷盤からではないにしてもおそらく近くの

地点呼艦からもたいれたものと覚えられる)(第60図)･

砂は泥質のところもある.化石として夙伽加灼ご脇

必伽榊などが比較的多く含まれる.

大陸棚とδ⑪⑰聯以深の海麓騰との間では砂質･泥質爾堆積物

が分布するがその様子は地域によって異なってい葛､

第61図水深･粒度閥係図(各緋城区分別)�
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■

妾

も轟

】.o2.邊茗.曲{血

なる.'すなわちとくに甑島南側の谷部でほその北斜

面の水深300～400m(4,δ)にほ泥質の細粒砂が分布する

赫谷底に近い56157(それぞれ深度475曲520卿)では

粗一合礫極粗粒砂の分布淋みられる｡

以上にみられるように海盆の西側から北側にかけて

は混線は大体水深400臓前後のところにあると思われ

る(混線が約180mのとこるにあるようぬ描かれているN11no

andEmery(1961)の図はこの点で修正を要する).ここれは

C･1､

締63同東竃聯書憲H=狐款葵一中の灸縦素とウランの関係

睦sセ嚢ゑ

直§隻轡3

楓録85

x曳メ虫^･｡

^㌧麦｡

圃｡

'･ポ

U1月1曲

叡鐙慧

葦洲.o.oo百､繍皇,㈱葦.納司.㈱聾,蘭邊',1

鵜鰯

藻薫鰯灘穣状謝料寧の

鐙綬繁慈汐繋汐幻紛搬

盲･O叩…OOj』空11;1{i也屯1簑｡師1撃岬

�

この海域での地形上の転換点にほぼ一致している.東

側ではきわめてデｰタが少ないので混線の似置について

の推論は現在のところ無理であるが少なく麦も40◎m､

をこえる深部での粗粒堆積物の存在カミ確認養れて為り

このことは本節の最初にのべたδ00m以深部で⑳粒度組

成と関連した2次的堆積を示唆しているのではないかと

思われる昔ここで堆積物の粒度(肉眼観察ぽよる)と

水深との関係をまとめれば篤61図の示すようぽになる.

同図から

①大陸側大陸棚輔いては概して深度を増すにつれて絶粒化'

しその傾胸が400狐付近までおよぶζを

⑫九州南頂海盆の460㎜以深部では耀か蜜わめて優勢である

が九州側沖合では500臓薮ご走る部分に粗粒物が分布す

るζと

③海盆の北側では概して水深をともに細粒化淋すすなごと

④泥質堆積物はそ扱それ水深を異にする3区域(浅い方から

八代海大勝側大駿棚九州南面海盆)にわかれてあらわ

れること

などがよみとれよう,

第62図はそれぞれの区域の潟質堆積物のコアを五本ず

つ予察的にClUを定量した緕果を清したものである,

分析試料としては船上で表面から/0鰯ごとにきゅてもち

かえっ花ものを60一郷℃で乾燥しあら､くだ書し花後

できる隈ゆ貝殻片を除去しさ引孤00ぺO舵で乾燥し

こまかく粉砕したものを用いた｡Cの分析にはCR科

コｰダｰMT一騎00s型(柳本製)を使用した(燃焼温度

950℃助燃剤Cω分析血小野薬代子一部械閏富子).

Uの分析は試料の水酸化勿ジウム終よる融解後関根1

望月1阿部(螂遂)の方法により鐙光漆を用いて行なっ

危(分析一大場きみレ望月常一),Cは金炭素あし

てあらわされておりしかも無機態のものカ裏蜜だ定量さ

れていないので有機物量推定の冒安とはならない資料

であるカミ少なく&も全炭素としてみ恕時八代海と南�



一15一

策工5表大陸棚上の鐙骸欝藁

P26池榊泓ξ夏湖一

G～c郷留{群集

11ε〃ヂ亘竈〃θ〃黎砥一

P鮒ξ㈱㈱ま麦舳群集

西九州海盆の湿アでは同じオｰダｰで遂%前後(最高

4.37形最低3,8彬)であるか大陸側大陸棚の蟻アで

は2.5%前後(£.37～2,70路)と激減していることカミ注

目される･墾直的にはコアの深さの範囲内ではと

く1明立った変化は示されていないが下方にむかって

わずかに減少して行く傾向が各鴛アにおいてみとめられ

る｡いっぽうウラン紀ついては各コアで多少様子

を異にしている｡大陸側大陸棚では上下を通じて

2p脾前後(五,9～婁,3p岬)で潜るが下方にむかって

次第ぽ増加する傾筒に移る｡繭西九州海盆では表泥

の簑,エp濠鰍から30c版下位の3,晦岬蜜で次窮に増加した

後は再び減少し3,遂～3.Op岬の範騒で五蝋搬までつづく｡

八代海では表泥では!｡8p岬を低いが下位では2.!～

箆.6p岬の艶麗で2カ所に極大部(それぞれ2,遂～隻.6pp

独)秘あらわれている｡籍馳図はUとCとの関係を示

したものである.

これらの分布の成因についてはさらは有機炭素含有

量を明らかにすると同時に池水域との比較粒度組成

との関係他元素分布との関係ウラン自体の存在様式

の検討籍四紀地史との関係などを明らかにしなければ

ならないであるう.

5-5底棲生物1遺骸掛化石(大山棲･石山間珍の観

察洞定総括による)

生体ゴカイ1クそヒトデ･海綿類は多くの地点で

みられエビ･カニ類も少なくない.貝類1ウミユリ

類は比較的少校い.

鐙骸遺骸群集は沿岸水要素大陸棚上に広く分

布する要素深海要素は大別できる.

桧岸本繋泰は八代海と窮木野沖の沿渚部にみられるが

沿捧水岳外洋水それぞれの影響の強弱によって群集型

を異にしている.八代海奥部(11王2)にはR〃肋

ツぬ馬燃㈱1曲で代表される強内湾性翼素淋分布する古

いっぽう八代海南部と南木野沖(魯一0艶一一54)は

は五粥曲泌滅榊滋滅励0帖'㈱㎜附加伽加δε滅む

などで代表されるような外洋水の影響をよくうける弱

肉湾性要素がみられる.これの外洋側にあって大陸

棚上の要素との漸移型を示すものはz鰍庇伽必舳

㈱肋ψ脇洲一3鮒営互8αg0"0泌群集(7)と伽｡一

〃"o"舵鮒〃･加6伽㈱ゐ一〃{㈹6桁㍑伽α群集(13)

.などである.

大陸棚､ヒ仁広ぺ,分布す蚕撃素は次にあげ器種類によっ

て代表され底質の相違によって種類が少し交代する､

それによって第15表のように群集型をわけることがで

きる.ただしこれらは本質的に相違するものでほない.

工伽ψぬ伽泌〃μ押赦裏肌伽小蝋蜘肱G牧ツ･

〃〃1.ゐro肋"ゐ〃加α工π〃〃㎜脱力必α㈱鰍脇∫{㈱互

6〃αゐ7切κ肋刎んglξ伽漉ηw5加1ω〃3y㎝θガω一

･曲加榊抄棚.海燃(脇加ωZ･ゴ伽)伽榊2腕

ル㈱泌孤･㈱棚三1肋脇必C伽肋榊･呂g･･倣鰯,

斗

第64図底棲生物遺織1化裕θ)分布�
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策16表採水測点覧表

第17表水質分析項員と分析方漆

測点=深度.

皿

採水属

分析項目

工δ≡王61
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ヨ31
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姻
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�
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工脇

i粥

王27冠*

��

逐

���

ユ44壌

�

㌹����

蔓η

3㈱婁跳?鋤蔦

*則ま底綴塗示す海底から1,3～至｡細上方の深度である()内

は"プウイン榊ゲｰ沈篶(衆補正)

深海9要素においては歪形のウニ(ブンブクチャガ

マ類)の破片と翼足類はか剛)普通的にみられるが遺

骸凝集の共通性は少ない｡分布濁点は次のとおりであ

る:4-6353656一δ860-6371-839294

-102.おもな種類には次のものがみられる:C肌泌榊

ψゐ乏加∫αC10πψ倣チ初ぬα加抑榊〃肋〃鮒細

が砂榊舶Nθ伽榊ZZ“0加〃〃0かみ姉ク伽6R泌Z赫猟

τ1伽･鰍泌ヰ

化石ここで｢化石｣としてあつかったものは少

なくとも現在のこの海域の海底に生存が期待志れる群集

と異なる要素で浮済性諸種をのぞいたもので勝る咄す

なわち

⑪王00iエユ以深の海底で採取凄れた汽水ないし内湾性要素

③凍北地方以北(凄幻洲本海深海部)の寒冷要素

繊絶滅穂

である､これらはすべて殻が枯れて光沢･色彩を欠い

ていた｡しかしこれらが海底の地層からの洗い出し

水温

�

�

p正{4.8Mアノレカリ度

夢H9.⑪Pアルカリ度

dis,O婁

C量淋

滅繕紬

��

卩�

倀

以上は船.!二分棚こよ蓬

≡横倒防艦温度計

輝メｰ夢一

1E星メｰタｰ(東亜電波RMI湘)

1滴繊

1回｣二

1ウインクラi潜

i]…:DTA滴定法

1同上

≡モｰル滴定法

比色法

1地色法

利)1まか鮒N菰寺SO垂禦1U浮粉析が持帰

り試料;こりいて現擦分留沖で移る

であるか海底に堆積していた遺骸であるかについては

それぞれ明確ではない山

汽水糾ル内湾偉累乗は26,9胴測点にみられるもの

でα郷ぷ鮒肋α墓な鮒肋励声郷猟伽加㈱茎鮒酬3主∫

肱棚伽8鮒｡グ加で代表される｡測点深度は26(大

陸側大陸棚上)では〃服9!では150狐である｡

そのほかたとえば323遂!δ69(以上大陸側大

陸棚)38螂(以上九州側大陸棚)では褐色ぽ清染され.

た貝殻綱片秘多量にみとめられる吉E醐町ほか(エ96蔓)

は大陸側大惨棚の外側部の堆積物が翼新世の遺存堆積物

であるとのべている.以上の寮実はこれに関連するも

グ)であり更新棋後期の海水準低下期以降の遺存堆積物

が当海域の大陸棚上に広:範に分布することを示している

(E服τy鯛(茎N…三n0(ユ968)は本海域商方の大陸側大陸棚外

縁部(深度峨づ師ユエ)の養地点からM鰍脈む亭0柳棚ほか

の鮎脚竃げ王震三寒鮫e鵬"の化荷を報貴しているが上記夢泌のは

おそξ｡く確実にこれらに棉勤すると誇えられる),この寮実

｢垂

ムッ管ン夢トン妻纂取

議繊爵1.戴欝勢

{j竜呈)泌

鶴鶴

■三言I

○困

齪坦し

襲尋

嶋､曲轟､繁

1半

⑱認一一

東

麦

都

海

霧､淺､･

第65図擦水湖歳の位鴬図�
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策総図東支熱海および黄海の瀧涜(洲iio轡a拙箆峨駈y至蝸1によ為)

は前節でのべた堆積物の組成1成因の検討にピ･て重要

な基礎的要素となるものであり個冷の測点ごとの且垂C

年令決定を含めた今後の詳細な検討茄必要である=

5-6水質(採水一中尾｡滞塩吉水野柘よび東海大学

学生による)

蕃.

た､

寒冷繋索は測点孤深度290㎜)で採取窓れた珊げ加伽

鰍伽醐∫ゐ0伽｡ゐ榊8伽灘伽肋ぬy導脇ε棚脈

あ淋んξzα麦郷を松ム1ぎ｡ξ鰍棚伽名搬郷α械伽⑪㈱

･泌鮒搬である.更新世前期あるいは鮮新世後期と思

われる廿穐減種としては測点7◎(深度蝸8㎜)かも

肋碗匡加伽㈱ぬか採取された.､本種は翼新統には

ふつうにみられるが究新統からはしられていない.上

記の測点74とは地理的は近く層位的にあるいはその延長

であるかもしれない昔

以上のほか岩盤片あるいは礫からも化有の産出が

期待される.たとえばE鵬町andN三三預⑫(螂8)

N11双⑩(蝸8)ぱ男女難島鳥島の付近の操濯試料中ぽ

公〃鮒乃孤釦肌C搬出u㎜sp.Giobi雛r三n霞鞭.C加ガｰ

物ψ伽Z0昭伽鰍雌がそれぞれ含ま抑ている新第三綱

堆積岩を見出している.このようなものがおそらくく

わしい検討によってわれわれの試料申はも発見妻れるで

あるう.

水温調査海域を通じてδ晦以濃では20-24℃を示

し各点ではそれぞれほぽ一定している(測定時刻が深夜か

ら濱中におよぶためにとくぽ表層水の温度1ζついての検討に

は慎重套要する)｡5晦以深では多かれ少なかれ水温低下

がみとめられ名が多少地域陸がある.すなわち大

陸側大陸棚の内側の隻測点(鵬26)では5017脈の間

で最大の温度勾配があ沿て4一§℃の急激な低下を矛し

卿mで17～蝸℃となり五00郷村近では五ト亙沈である.

大陸棚外縁ぽ近い2測点(1633)では100獺で王8一

五蛇それ以深(五8晦漢で)で五ト1晩をなる､こ

の場合7腕のデｰタがないので上記の§⑪･7肋間の

温度勾配については不明である｡

南西九州海盆とその北側の計§測点(η王00?9)

は互いに類似の傾肉を示し互00鰍禰0℃内外である｡

なお海盆の繭西部(η)でのδo1王｡o跳間の傾向はむ

しろ西方の損1席に近い｡深部に関してはη工0⑪の簑･

軸皇ヨ鮒鮎､㈱,ユ苗舳,1鮒帥

1GS･69葦亜

.芦一

打

ケ■

一琶§個3ヨ

祭…葦･養義一アア

ヂ

日付'永;凱で1

口…o鴻薄鍍薬1叩皿キ

』{'ぎ:状i宝飾叩が

トｰ･→一,1岬皿〕

∴1ぺ＼

醜一奪蔓･鰯曲鶴一級紹

㎞､〆芦

㌔乱亨戸ノ

㌣与

＼j＼

戸㌔､

磯㌣

＼

第67図主要測点における水温珀溶存酸素1イオン状珪酸･リンの垂直分稀�



一王9一

測点の資料しかないが両測点の資料はほぼ一致して

いる,すなわち200肌で王耽400狐で五〇℃600搬で

7℃?00触以深でδ冊6℃と漸次の低下を示している出

いっばう九州側の大陸棚(鳩鋤では70賊で20℃を

こえる与資料カ墳弱なので今後の資料追加を要するが

上記の傾向に近いよラに思われを血

以上にみるように浅層部をとってみると海域西部で

は水深増加にともなう水温の低下が東串部に比べて

若干冒立っている.これはおそらくN1i狂｡蝋1

亘鵬w(搬6エ)逸鮫鋤yほか(工9磯)に示されているよ

うな戴海北部から南下する冷水塊の影響を示していると

思われる｡水温に溶存酸素イオン状珪酸リンを加

えて盤直分布を代表的測点について図示し花ものが第67

図である｡

溜襟醸繁は表層では!0P脾程度(約7狐互/z)で

下方ぽむかって漸次減少し100孤で7-9P脾400m

で7p脾700腿でδ一6p岬となる｡場所によって

は5い互00鰍の闘でけん著牟減少を示す(卿77100).

凄淀600狐以深では減少率が小さ.くなる｡しかし全

体としてみればほぼ一様に減少して行く頓肉が示され

ている｡

飽和度に関してはO-6腕では過飽和200㎜以深で

は測点7脈おける例界(愛00鰍で脳%)をのぞいてはす

べて不飽和でめり媛00搬で7◎%台600狐以深鷲O%台

に減少する由餐C-200鰍の綴については多少の地域養

がある｡蛾26では60-7晦以深ですでに不飽和と

なるが蝸33では不飽和があらわれるのは工◎O一五3脈

でありそれ以東では200滋近く凄で過飽和となってい

るとこるもある苗飽和度は水温と塩素盤の関数であり

塩素量はほぼ一定しているから当然の結果ではあるが

水温と同様ぽ戴海の冷水鶏のおよぶ影響が示慈れている｡

イオン拭嬢駿は表薗～20肌は｡であるがそれ以下

では下方に向かって増加する.南西九州海盆では

700㎜以深の6-7PP狐まで漸次の増加がみられる(77

100)･大陸側大陸棚上では70狐以深では安定して

2,5pp皿(77100の場合よりもやや高貝)であるか海

盆北側と東方の浅海底ではそれぞれ300狼で遂ppm180

mで2.5pp皿を示す.

リンもイオン状珪酸と類似の下方ぽ増加する垂直分

布を示すが測点五00においては図示するような特異の

分布が示されている,すなわちそこでは400mに

おけるO｡工馳脾を極大として上下に向かってほとんど対

称的に減少している｡この極大部は当然有機物の分解

とそれにともなうリンの海水中への放出を意味している

が何故測点互｡⑰怒けにこのような水鶏が中層ぽみとめ

られるのか現在のとこる不明であり今後のこの付近一

帯の調査が必要おきれる稻

篤素イオン･加レシ咳ムイ球ン1鷲グ率シ吻ムイ沫ンはそ

れぞれ!8､§00一蝦宝?00pp触(工9､王O◎一蝸里400pp㎜が多

い)380一一遂60黛狽狐(380pp弧一一410pp腿湯量義多い)97⑪一

五､王00脾臓である｡海洋水にふつうに期待慈れる値で

かつ特別の傾向を示窒ない,

以上をかんたんにまとめれぱ次のようぽなる､すな

わち大陸側大陸棚では水温および酸素飽和度の繭から

明らかに讃海の冷水擁の影響がみとめられその影響は

東方にむかって弱まっている｡主成分について陣一般

の海洋本申の存在量を示しており分布上は少なくとも

今回の分析精度の範囲内では水平･垂直的に特定の変化

を示していない｡イオン状珪酸は下方紀向かって漸次

の増加を示し最大6-7pp泌あなる｡濠海底の底層水

では海盆部の岡深度の水にくらべてやや多く禽襲れる,

リンも同様紀下方に内かって増加し大体は多い&ころ

でO､⑪7-o山畑p跳であるが測､鮒◎◎では最大O､鳩鞭剛ζ

達している｡かつそこでは中層(遂｡⑪臓前後)に極

大部があってリンは上下に対称的に減少して行く.

リンの絶対値については分析精度の上で多少問題がある

がこのリンに富む水層の分布形成については今後の検

討を要する｡狂お測点秘あらいことのため紀とく

ぽたとえぱ生物遺骸1生体の分布との関係紀ついては鞍

料が得られていかい皿

駄成果の総捲と今後の問題

以上各テｰマ別に成果のあらましをのべた｡最後

に全般的な地質学的総括を行ないかつ今後の研究

(44年度の調査についての室胸研究ならび1μ5年度以降

の調査研究)を進める上での重要な問題を指摘しておく.

まず成果の第ユ&してあげられるのは海底地形単

元の成顕が地質構造の検討によってある程度明らか

になったことであろう.調査海域の東部に位置する

南衝九州海絃は酉｡北畠東の各線が断層によって大

陸棚と画された｢落ち込み｣であり南縁の一部は�
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甑列島南端の花陶閃緑岩と一連の貫入岩体に関連して

いると考えられる海丘で沖縄舟状海盆と画されてい

る.海盆内の堆積層(おもに新第三系?)は大局的

には南方へ開いた半盆状構造を呈している.海魚

の｢落ちこみ｣はこの堆積盆地とおそらく関係があるう

がその成因の解明についてはさらに多くの資料の蓄積

を必要とする副､海盆の北西隅から北西にのびる五

島海谷はNW一班方向の断鰯帯を削りこんだと､思わ

れる断層谷である.さらに地質構造上の闘題として

とくに大陸棚外縁部に基盤の隆鶴列が認められたが

その正確な分布と地質構造発達史上での意義の評価は今

後の問題である.

次に当海域の堆積物(あるいは底質)は五02点(そ

のうち8点では柱状擦泥)で操敢凄れ全域で100万

分の1東部で馳万分の1九州沿岸では20万分のエ程

度の底質分布図の作成が可能である.底質を岩盤

と堆積物の2つに区別し堆積物の粒度や組成を明らか

にするのは容易である.しかしこの研究において

よ!腫要である堆積物の時代性の解明のためには今

後の大きな努力を要する.堆積物の時代性を明らかに

するには場合に応じていくつかの手段添あるが列挙

すれば

⑪現在の海水の流れや波浪口)強慈を把握して堆積物σ)粒度.

綱成分布との間に矛層が柵㌔かどうかを検討する.これ

によ簑たとえば過去の汀線堆積物菱チ器ックできる｡

蟻)生物遺骸を生層位学的にあるいは失態学約ぽ検討する.

③剛立体至;状測定法で直鐘化石が清代(王叱泳)漆たは

滋が終代(エ｡μ止法)を測定する｡こ夢)鳩禽とくに後

背薫は1性状葺淋:ゆ一郷をとりあつかい堆積遠度を求鼓)

ることが望ましい由

②についてはδ一5項で述べたように既紀いくつか

の成果があがっているが①&③については今後の検

討に待つことに匁る.3番8に当海域に限らず海

洋地質学上の大きな課題グ)五つとして第四紀地史が注

目される.これは堆積物の時代性との関連で璽翼で

もあるしまた海域の地形･構造発達史の一環として

も重要である山5一五項で述べたように碧海域グ)大

陸側大陸棚には一110n!から一王6脈にかけて遂段

の平坦面が発達しているほか斜面以下にも少なくとも

2段の平坦面がみとめられる.また九州側陸棚ヴ)一一

部にはイ｡狼の平坦面が発達している｡これ“)平

坦面は多分第四紀地史(および第三紀末の地史)の

中で形成されたものであろうが堆積物との関係響を足が

かりとして構造発達史的に把握されねばならないであ

ろう.

最後に今後の調査の方陶をさぐる上に重要ないく

つかの問題を指摘しておこう.

①五島海谷の成因一一亙島海谷がi断層谷であろうこ

とは既述のとお1)であるが実際に谷が形成さ

れた時期やその性格(すなわち溺れ谷であるの

か否か).

②大陸側大陸棚の地質構造一大陸側大陸棚の外縁

部では基盤が湊1いことがわかっているがこの

基盤が陸棚上ではどの位の深さにあるのか

隆起帯である

南西九州海盆

九州沿岸部の地質構造一九州の外帯を含めた地

質構造がどの方向ぽ延長されるかということは

厳密ばは把握されていない.また甑列島が

断層による隆起地塊らしいということは明らか

にされたカ三南西九州海盆下の堆積層は肯第三

系あるいは自蒐第が存在するヴ)か否かはわかっ

ていない｡これらの問題は中生代末から新生

代にかけて発達した琉球方陶の変動の広がり

や性格を決定するのに重要である.

以上にのべたところから晩らかなように鍛初にふれた

本研究の肖的(地質二笠一ス跳｡五86p.27)を達成

するためには操泥組物理探査ほかの個食の諾技術を発

膜させる必要性夢)あることはもちろんで勅るかそれに

もまして欠くことのできぬ重要な要素となるものは少

なくとも層位一構造地質学的篤四紀学的堆積学的な

繭からの確固たるアフ籔一チでありこのアフ娯一チの

体制を早急に確立する方向に痢かう必要淋ある｡なお

昭和45年度の野外調査としては主として南西九州海盆

東半部以東の海域の精査に重点をおく予定である､

(父資水野漸チ1w鈍1王=三な拙3㈱父鰍浮)大都分;窒地質ユ胤一ス
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